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く研究報告>
学校コンサルテーションによる盲ろう児担当教員支援の試み
菅井裕行(宮城教育大学)
要約
盲ろう二重障害のある児童を担当する教師と、その教師が属する教師集団に対して
学校コンサルテーションによる支援を行った。約 6年間にわたる支援を通じて、対象
児童の成長変化が見られ、担当者の専門性の維持・進展が見られた o この実践的取り
組みの経過を整理し、学校コンサルテーションの効果と意義について考察した。この
コンサルテーションの内容は 4つの機能カテゴリーによって整理されることが明ら
かになった。また、学校において教師の抱える課題を中心に行うオンサイト研修が、
今後の特別支援教育における教師の専門性向上に資することが提起された。
1 .はじめに
近年、特別支援教育においては一人一人の教育的ニーズに応じて特別の教育的支援
を行うことがし、われており、このことを実現していくためには、担当教師により一層
の専門性が要求されるものといえる。これまで、障害のある子どもを担当する教師の
専門性は、免許制度によって一定程度確保されてきたとされているが、実情は「特殊
教育教員免許J保有率が不十分な現状が続いており、しかも従来の免許は対象となる
障害種が特定されているため、障害の多様化・重複化に対応できていないのが現実で
ある o
教師の専門性の向上は、研修によって実現できるものとされてきた。しかしこれま
での研修の多くは、特定の障害や特定の指導方法についての講義や実技演習であって、
個々の児童生徒の抱えている課題解決に直接つながるものはあまりみられていない。
研修テーマも一般的・抽象的なものが多く、具体的な応用は個々の受講者(教師)に
まかされており、形式としては伝達講習型や講義形式が中心であった。これに対し、
稲垣・佐藤(1996)は、実践の実例を検討する「事例研究j 中心の研修へと改革され
る必要性を述べている。さらに稲垣 (1998)は、行政研修だけに頼らず、新たに f教
師のニーズと自主性に基づく研修Jや事例研究を取り入れた「実践交流の活発化Jの
必要性にふれている o このように研修の成果が実効あるものになるためには、方法や
内容を中心に越えなければならないハードルがいくつもある o
筆者は、教師の専門性向上に役立つ取り組みとして、学校コンサルテーションによ
る支援に着目し、これまでに実践研究を積み重ねてきた o 学校コンサルテーションと
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いう方法は、外部の研究者や専門家が、課題のある児童・生徒(クライエント)を教
育・指導している学校の教員組織(コンサルティ)に専門職(コンサルタント)とし
て介入し、現場での課題解決に参画することである o 精神衛生の分野でコンサルテー
ションの方法を確立した Caplan(1970)によれば「コンサルテーションは、 2人の専
門家(一方をコンサルタントと呼び、他方をコンサルティと呼ぶ)の聞の相互作用の
一つの過程である o そしてコンサルタントがコンサルティに対して、コンサルティが
かかえているクライエントの精神衛生に関係した特定の問題をコンサルティの仕事
の中でより効果的に解決できるよう援助する関係Jをいう o コンサルテーションでは直
接児童・生徒(クライエント)を相手にするのではなく、個々の教師や教師集団(コン
サルティ)を相手にする相談・支援である(山本， 1986， 2000)。
特別支援教育の分野においてコンサルテーションを正面から問題とした研究報告
は、まだ数も少ない(菅井・川住， 2004; 菅井， 2006) 0 平成 8年度に文部省の特定
研究として、「発達障害児教育を支援するコンサルテーションシステムJの構築をめ
ざした東京学芸大の研究チームによる取り組み (1997)があるが、すでにこのときか
ら f学校現場を直接支援するコンサルテーションシステムの構築Jの必要性がいわれ
ている。
本研究は、盲ろう二重障害を有する児童を担当する教師およびその教師が属する教
師集団に対して支援を行った取り組みから、学校コンサルテーションの効果と意義に
ついて検討することを目的としている o
1. C盲学校へのコンサルテーション
1. C盲学校について
C盲学校は、児童生徒数約 40名の規模で、重複障害のある児童生徒も在籍してい
るo筆者らは、学校担当者からの依頼を受けて 1998年から年に複数回学校を訪問し、
春期や夏期の休暇時には担当者が筆者らを訪問するということを通じて関係を築い
てきた。その問、訪問以外に電話や電子メールによる情報交換を行ってきた。訪問時
には授業研究や講演を実施してきた oC盲学校に在籍する重複障害のある幼児児童生
徒の中には、聴覚障害を伴う者もいて、意思を表したり自発的に活動したりする力が
まだ十分に備わっていないものも少なくなかった。管理職からは、これらの子ども達
の指導に関して研修および助言について要請があった。そこで、筆者と担当者と協議
の上、まず盲ろう障害のある児童を担当する教師への支援を中心に、コンサルテーシ
ョンを始めることとなった。その後、その教師が属する教師集団が参加することとな
り、最終的には重複障害のある幼児児童生徒を担当する教師チームがコンサルティと
なった。
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2. コンサルテーションの方法
学校訪問および電話・ FAXや電子メール等の通信手段による相談に加えて、テレビ
会議システムの利用を中心に行った。テレビ会議システムによる支援は、筆者と学校
を ISDN回線でつなぎ、 NTT製 Phoenixmini(type-S)を利用した。双方の端末を大型
テレビ画面に接続して、ピア・ツー・ピアだけでなく、テレビ画面を視聴できる複数
教師の参加のもとで話し合いを行った。会議に先立って事前に対象となる幼児児童生
徒の行動の様子に関するビデオ記録を筆者に送付してもらい、当日は教室に設置した
テレビ電話に、あらかじめ打ち合わせをした時間に筆者から電話をかけた o 話し合い
では対象幼児児童生徒の担任を中心に話題提供をしてもらい、引き続き協議を行った o
また当日の相談の中で場合によっては ビデオ映像を送信して子どもの行動の確認
を行ったり、担任以外の教員に電話に出てもらい我々と情報交換を行ったりした。毎
回、相談で取り上げるのは、 1人(もしくは 2人)の幼児児童生徒の指導をめぐる話
題であった。相談で取り上げる幼児児童生徒一人について年に 2回の相談を実施する
ように日程を組み、これによって 1回目の相談後の取り組みについて 2回目の時に報
告を聞き、コンサルタントの助言についての評価が得られた。相談の内容については、
重複障害のある児童生徒を担当する教員だけではなく、学校全職員にも知ってもらう
ことを考えて、窓口担当者の教師が校内職員のみが閲覧できる校内ホームページに情
報提供ページを掲載し情報を共有できるようにした。
3. 児童 Fと教師とのかかわり合いへの支援
ここでは対象事例となった子ども遠の中の一人で、盲ろう二重障害のある児童Fを
担当した教師へのコンサルテーションを取り上げ、その経過を述べる o
( 1 )クライエントの概要
このコンサルテーション開始時に Fは小学部 l年に在籍していた o右限は先天性緑
内障で光覚程度。左眼は視力 0.13、網膜剥離の危険性が指摘されている o 両耳高度
難聴であるが、諸処の事情から正確な医学的診断を得ておらず補聴器は日常的には装
用していない。耳元での話しかけに対して、これを知覚し、反応を示すことがある o
また手指に奇形があり、手足に軽い麻療があって、細かな作業には困難が伴う。歩行
はほぼ安定しているが、視覚の問題(片限、視野)もあって、ぎこちなく、かっ転倒
しやすい。
( 2 )コンサルティの概要
Fを担当する教師。 1998年度は教師 P、1999年度から 2000年度は教師 Y、2001年
度から 2002年度は教師 W、2003年度は教師 Uがコンサルティであった。 P、Y、Uは、
中堅教員で特殊教育の経験も深く、障害児教育についてはすでに一定程度の知識と技
能を有している。 Wは、大学卒業後すぐに C盲学校に赴任し、まだ教職経験はわずか
で視覚障害教育についても経験は浅い。いずれの教師も盲ろう二重障害のある子ども
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を担当するのははじめての経験であった o
( 3 )問題状況とアセスメント
本コンサルテーションは、 6年間にわたるものであり、その時々で担当者が抱えて
いる問題は変化している o したがって、ここでは係わり当初の問題状況と、その後も
一貫してコンサルテーションで問題として取り上げられたコミュニケーションに関
する課題を述べる o Fは視覚障害にあわせて聴覚障害を有しているため、従来の盲学
校における盲重複障害に関する指導のノウハウでは対応が難しいことが担当者らで
話し合われた。特に聴覚活用に関して、音声言語の利用に相当の困難が伴うことが予
想された。より詳細な聴覚活用に関する機能評価を求めたが、家庭の事情もあってそ
れらが実現できず不安を抱えた状態での受け入れとなった。重複障害のある児童を担
当する教師グループの中にろう教育の経験がある教師がいて、聴覚障害ベースでの情
報補償について教員間である程度の知識を共有することが出来ていたが、二つの感覚
器官が同時に障害されることによる行動への影響や指導法、特にコミュニケーション
方法の確立には悩みがあった。 Fは、情報摂取に関する大きな困難を抱えているが、
探索については様々な事象に関心を示してよく活動を起こしており、注意の転動性は
激しいが事物を操作したり、確かめたりというような事物への働きかけに関する積極
性は大であった。自らの関心にそって他人に接近したり働きかけたりする様子がみら
れたが、やりとりへと発展する兆しは少なく、瞬時のうちに注意がそれて対人交渉の
成立にまで至らない様子が観察された。担当者は休みなく動き回るかのように見える
Fの動きに追従することに精一杯で、活動そのものを共同的に構成していくまでのゆ
とりを持てないでいるように思われた o また、 Fの動きの早さもあってモノやサイン
の提示も、 Fの視覚的注意を引くまでにいたらず、視野の外やすでに活動が切り替わっ
た後にそれまでの活動に関するサインが添えられるような状態であったロ
( 4 )対応と経過
小学部に入学してから 6年にいたるまでの経過を、ここでは係わり手とのコミュニ
ケーションの質的内容によって 3つの時期に区切り述べることとする o 1期は担任と
のコミュニケーション形成の模索が続いた時期、 2期は周囲の担当者が大幅に入れ替
わり、再びコミュニケーションの促進と形成が図られてコミュニケーションが成立し、
循環するやりとりが展開するに至った時期、 3期はほぼ一定のタイムスケジュールで
活動するというように秩序ある学校生活が展開するようになって机上学習への導入
が図られるようになった時期である oそれぞれの期間におけるコンサルテーションの
展開を中心に整理する o
1) 1期 (Fの小学 1年から 3年の時期)
入学後最初に担当した教師Pから相談をもちかけられた際の課題は、「コミュニケー
ション手段をどうすればよいかJr身振り、手話などを多用しているが、これらの方
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法は適切かJr次々と切り替わっていく行動にどのように対応するのがよいか。多少
とも行動を制止した方がよいかJといった内容であった。筆者は事前に電話相談によ
ってある程度の状況把握をしたうえで、実際に学校を訪問して行動観察を行った。ま
た観察途中で、 Fが筆者の存在に気がつき、自主的に接近してきたことを契機に、短
時間であったが、筆者は直接 Fと係わりを持った o その際の様子をエピソード記述か
ら抜粋する。
Fの行動観察のエピソード記録
Fは教室の片隅で観察していた筆者の存在に気がつき、小走りで接近してきた。そ
して、筆者の直前で止まりほんの一瞬視線が合ったかと思われると直ちに頭をさげて
お辞儀をした。それから、頭をあげて筆者の服に触れてきた o このとき、筆者は F
の動きに会わせて一緒に頭を下げてお辞儀をし、手話サインによって「こんにちはJ
と働きかけてみた。しかし、筆者からの働きかけに視線を止めることはなく、すぐに
服の端を引くようにしてから、きびすを返し、教室後ろの棚のところへ移動していっ
た。筆者はその動きに追随するとともに、 Fが近づいたり、手をかけたりする度に、
その場所や部分の名称を声に出すとともに、具体物の部分をたたいたり、なでたりし
て、 Fの注意を向けているものに一緒に注意を重ね、それを Fにも見えるように動き
を起こした。例えば、棚の天版をかるくたたきながら「棚だねJr本があるね(本を
とりあげる)J rよし、次にいくんだね(次の方向を指さし、腕差ししてみせる)Jと
いう具合である。 Fはかなり早いリズムで動きを展開するので、こちらもそのリズム
に合わせるようフットワークを軽くして、 Fの背後からの追随だけではなく、 Fと横
並びになるようにした。こちらが指し示す身振りの動きが、 Fのおそらくは限られて
いるであろう視界からはずれないように気を配った。ひとつひとつの行動の切り替わ
り時に、 Fの眼前に位置するようにして「本はあっちだねJrここですわるんだねJ
と身振りとともに出来る限り「話しかけるJ ことに意を注いだ。やがて、 Fは時折、
視線を筆者の動きに向け、さらには筆者の顔を見て確認するかのような視線を送って
くることもし始めた。これについては、ややオーバーアクション気味に首肯してみせ、
快く受け止めるように努めた。時折視線が合うと Fはにっこりと微笑んで、一呼吸置
いて次の活動へ切り替える様子を見せた。
担任Pは、 Fのめまぐるしく変化する動きに、それを無視するのではなく出来る限
り添うて動いていこうとしていたo ただ、その動きに遅れまいとするあまり、どこか
落ち着きがなく また実際には Fが触ったり移動させたりするものの後始末や、後始
末のための後方確認が多くなりがちで、その結果として Fへの言葉かけや身振りの提
示がなされなし、か なされてもタイミングを逸してしまうことが多かった o 筆者は、
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一緒に動いていくことと、その都度話しかけたり、手話や身振りも含めてサインを添
えたりするなどして「対話Jをこころがけること、 Fの注意の向くものをこちらも感
覚を働かせて察知し、そこに身振り等のサインを添えて Fと一緒に確認すること、 F
の動きが止まっているときは一緒に止まり、リズムをあわせることを提案した。行動
の制止よりも、むしろコミュニケーションの回路を見いだすことにしばらく集中して
みてはどうかとの提案も行った。さらに Fの動きの活発さは、激しい注意の転動性を
予測させるが、気質的な問題というよりは、コミュニケーションが不十分なために視
覚刺激に引き込まれて、その場で探ったり確かめたりする活動が活性化されず、結果
として次々と動き回ることになっているのでなし、かという仮説を担任に説明した o担
任 Pは、これらの指摘をうけることで自らの動きのリズムや働きかけの様子を相対化
することができたようで、「子どもの動きに添って動く J方針に誤りはなく、ただそ
の添い方に見直しが必要であったことを自覚した。この担任Pの対処の変化があって
しばらく後、 Fはいくつかの活動については時間をかけてゆっくりと取り組むことを
し始め、担任が側についていればそれまでは入りたがらなかった場所へも踏み出して
いくことを始めたo ここでのコンサルテーションは、コンサルティの基本方針に支持
を表明するとともに、具体的な方法における着眼点のヒントを提供するというもので
あった。その後の展開はすべてコンサルティの工夫と配慮によって切り聞かれた o
2年に進級して担任は教師 Yによって引き継がれた。 Yはそれまでに培われた Fの
コミュニケーションのカを十二分に引き出し、さらに分化した信号によるやりとりへ
と道をひらくべく、様々な工夫を行った o 筆者は、新学期になって少し落ち着いた 5
月当初に訪問を行った o その際 Yから出された問題は、「カード(写真)で表せない
言葉をどうやって伝えるかJr手話を計画的に導入していくべきかJr多義的な身振り
が増えてきているが、これにどう対応したらよいかJといったコミュニケーションを
めぐる課題であった。それまでに時折電話や電子メールによって得ていた情報と行動
観察を通じて、 Yがコミュニケーション方法については、写真カードや ObjectCue、
Touch Cueなどの手法を様々に工夫していることがわかった o Fの活動範囲は一層拡
大し、行動も分化していることが伺えたが、 Fの意思をYが理解するためには現有の
信号では間に合わなくなってきている様子もうかがえた。 yは、行動の分化に対応す
る信号の導入を、写真カードの種類を増やすことを通じて行おうと企図し、実際に試
みていたo しかし、 Fは提示されたカードに対してこれを一瞥したり、しっかりと目
をとめたりという様子はあまりなく、そこでのやりとりはあまり展開しないままであ
った。ここでも、カード使用に関して少し先を急ぎすぎていること、基本的な方針と
して、 Fの動きにつきあい、そこでやりとりを作っていくということに異論はないが、
一方的なカード提示は「これを使って、使ってJと指令するかのような意味の発信と
して Fに受け止められているのではないかと問うてみた。 Yは筆者らの問いの意味を
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すぐに察し、苦労して作ったカード類をどうしてもすぐに使いたくなることを述べた D
そこで、次の行動を決めるためにカードを選ばせるのではなく、まずは Fがやり始め
た活動の展開の途中で、「この活動をするんだね。Jと確認の意味合いでカードを使っ
ていくことの必要性について提言した。
Fの活動は、当初自分で事物に働きかけるよりも、他者に何かをやらせるという側
面が強かったが、次第に自分で事物に働きかけることが増えてきており、 Yに対して
この Fの自主的・能動的な外界への働きかけは、一見するとでたらめにいろいろなも
のに手を出しているように見えるが、その中で少しずつ Fなりの探索が始まっている
ことを確認し、自力による探索が進むことの重要性についてアドバイスした。
その後、夏期休暇時に筆者を訪れた Yから、 Fの発信が 45種類以上になってきて
いること、受信も増えてきており 数はまだ少ないが時折 Yの身振りの模倣をするよ
うになってきていることが報告された。年度末には、 Yに限らず他の教師や友達の様
子に関心を持ち、それらを見て模倣することが増えてきていることが報告された。そ
れまではあまり周囲の人の動きを観察したり模倣したりすることなく活動を展開し
ていたが、この Yの係わりを通じてその後のコミュニケーション進展の重要な基礎と
なる人間関係が築かれたのだと考えられる。
2) 2期 (Fの小学 4年から 5年の時期)
Fが小学 4年に進級する時点で大幅な校内人事異動があり、新たに Fを担当するこ
ととなった教師Wは、新任教員ということもあって学校事情や盲ろう二重障害につい
ての知識もおぼつかないまま新学期を迎えることとなった。 Fは担当が変わったこと
で最初はとまどいを見せたもののすぐに従来通り活発に活動を展開させるようになっ
た。 ¥vが Fとのコミュニケーションの文脈にまだ慣れないこともあって、二人の活動
展開は Fが小学 2年の頃に見られたような盛んに動きはするが、あまり集中が続かず、
もっぱら教師に対して「やってJrやってJ というように要求と思われる身振り発信
(片手でWに向けて手を振る)を繰り返し、教師がそれに応えて何かをするとその様
子を確認することもなく次の活動へと切り替わっていくという様子になっていると
報告があった o この様子についてWは rFの活動にどこまでつきあっていけばよいかJ
「教師にばかり要求して自分ではあまりやろうとしないが、どう対応すべきかJとい
う問題を抱えていた。
筆者の事情によってすぐに訪問することができなかったため、普段の様子を録画した
ビデオを送ってもらい、それを視聴した上でテレビ会議システムによって相談を行っ
たo テレビ会議では話題に応じて数人の教師が代わる代わる受話器を取り、筆者とや
りとりを行った。
テレビ会議では、簡単な挨拶の後、協議で取り上げる場面が記録されているビデオ
クリップをテレビ上に流し、双方で同時に視聴し Fの動きを一つ一つ確認しながら協
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議を行った。また、日頃展開している成り行きを、対話を通じて共同で分析し、出来
事の確定を行った oこの時期のコンサルテーションはこのようにテレビ会議システム
を利用して、子どもの動きを教師が模倣・再現してみせたりすることを画像通信で確
認し、あるいはビデオクリップを直接流して双方が同時にそれを見ながら話を進める
ものであった。
Wは周囲の教師にも助けられながら、 Fとの循環するやりとりの形成に努め、 Fは
次第に落ち着いて一つのことに集中して取り組むようになり、次の活動を時間をかけ
て考え選択することができるようになった。 wは筆者の助言を受け止め、 Fから「や
ってJの発信がでたら、「何をやってほしいの?Jと聞いたり「これをやって欲しい
んだねJと確認したりすることを行った o やがて Fはやってほしいことの内容を身振
りサインで伝えるようになり、二語文的な表現が頻出するようになった。そのような
Fの変化にともない Wもまた Fの次の行動を予測したり、提案したりするゆとりを持
つことができるようになり、両者のコミュニケーション関係は一段と進展したo
3) 3期 (Fの小学 6年の時期)
小学 6年の時期に教師 Uが担任となった。 c盲学校に転勤してきてすぐに Fの担当
となったためにこれまでの指導経過については資料や口頭報告でしか内容を把握す
ることが出来なかったが、すでに障害児教育の経験のある Uは、これまでの方針をす
ぐに理解してその方針にのっとった係わりを始めるとともに、すでに落ち着きを見せ
ていた Fに積極的に設定的なアプローチも導入することを始めた。
指導形態の変化もあって Fは小学 l年の児童および4年の児童による集団での活動
に加わるようになった o ここでも Fは落ち着いて活動に取り組み、特に小学 1年の児
童の世話を自主的に行ったり これらの児童の動きに合わせて行動したりすることが
できるようになった。また「自立活動Jの時間にパズルや積み木を使った作業的な学
習や「同じJr違う」の同等判断を含む学習にも取り組み始めた。
Uからの相談は、感情の共有をめぐって「自分なりのやり方で行っているがこれで
よいかJr予告の仕方についていい方法がなし、かJr昨年度までのやり方を十分ふまえ
ているかJといったことであった。 uが実際に関わる様子が記録されたビデオが送ら
れてきて、それをもとに話し合いが行われた。そこでは、筆者はこれまでの経緯につ
いての簡単な報告とビデオから見る限りにおいて、方向性として同じ対応が図られて
いるように思われる旨を伝えた。学習の様子については、それまで感情の表現が多彩
であった Fに少しばかりおとなしくなった印象をもったため、その点について確認し
た。また、学習の手続きについて、問題に対する正答が自分で確かめられる手続きや
指文字を導入して数の学習へ導入することなどを助言した。予定・予告については、
これまでにも行われてきた ObjectCueの活用について説明し、実際 Uが工夫してい
るもののうち ObjectCueに相当するものを指摘しながら「分かりやすい状況づくり j
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について協議したo
m.まとめと考察
1 .コンサルテーション活動の効果に関する評価
この事例は 6年間におよぶ、主に学校内での指導をめぐる対応についてのコンサル
テーションであった o 視覚によって制限はあるがある程度の情報は得られるものの、
聴覚の活用は難しく、「分かりづらい状況j の中での生活を余儀なくされている児童
を担当した教師達が、そ札ぞれの時期にコミュニケーションの回路を開いて落ち着き
のある学校生活を築き、学習への導入を図っていくまでの過程を支援した。コンサル
テーションの効果については、これを評価してもらうことを意図して Fの担当者だ
けではなく教師チームを対象に面接を行うとともに、コンサノレティが年度単位でまと
めることになっている学校内の実践報告書にコンサノレテーションの効果について記
述してもらうように依頼した o またコンサルテーションが 5年を経過した時点に、そ
の当時の重複障害幼児児童生徒を担当していた教師チームの 9人にテレビ会議シス
テムの活用に関するアンケートを依頼した o 質問項目は、①テレビ電話会議システム
を使うことの有効性、②相談において得た情報やアドバイスの活用度、③アドバイス
の活用効果、④相談を契機とした教師チーム間での意見交換の活発化、⑤ケースへの
指導における視点の拡大・変化、⑥テレビ会議システムによる相談の継続希望の 6項
目で、各項目について「大変ある Jrある Jrどちらとも言えないJrあまりないJの
4件法で評定してもらった o
面接逐語録及び実践報告書資料から、本コンサルテーションの評価に相当する内容を
取り出したものを Table.1に示した。この面接においては、面接者がコンサルタント
自身であることもあって、否定的見解は顕在化してきていない。けれども、意見内容
をみると振り返り (reflection)や事実確定、自らの実践的見識の向上において肯定
的効果をもたらしたという内容が多くあり、このコンサルテーションが一定の肯定的
効果をもたらしたと言えそうである。アンケートの結果は Fig.1に示した。どの項目
においても「たいへんあるJが多く、テレビ会議システムの有効性が伺えた。このコ
ンサルテーションを通じて対象となった盲ろう二重障害のある子どもへの支援は大
きな滞りなく展開されており、そのことからもこのコンサルテーションは有効性が示
唆されたと考える o
2. 機能カテゴリーに基づく考察
このコンサノレテーションは、重複障害のある幼児児童生徒を担当する教師チームを
コンサルティとしていたが、ここでも Fを担当した教師達へのコンサルテーションを
中心に述べる。コンサルテーションの過程におけるコンサルティの抱えていた問題や
悩みと、コンサルタントの対応を問題状況と協議内容にわけで整理し、それぞれの時
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Table. 1 コンサルテーション評価(面接記録および研究紀要から)
(面接逐語記録から)
1 .自分の立つ位置を示してもらい、とても安心した。みんなで力を合わせて学ん
でいくためのパワーとなると思う o 応援団としてっきあってほしい。
2.どのように子どもをつきあっていけばよいか少しずつ見えてくるような気がし
た。子どもと実際つきあってもらいその様子を見てとても勉強になった。
3. これからは一人で悩まず、相互に相談しながらやっていくことを確認した o
4.子どものことをよく見る目を養う機会になる o 行動の解釈や方針では違った意
見もあるが、押しつけやトップダウンでないのがいい。そういう自由な雰囲気
でこそ深い話ができる。
5. 迷っているときに、自分の考えを後押ししてもらえて、カを与えられた。
(C盲学校研究紀要から)
6.テレビ会議で気がついたことは、子どもと一緒に活動するかしないかというこ
とが問題なのではなく、サインを捉えて次につなげていくことの方が重要だと
し、うこと o
7.テレビ会議システムの利用は大変有意義だった。その理由として 3点あげられ
るo 専門の先生から助言が得られる、それが映像とともにあるのでわかりやす
い。画像が伴うことで親密に会話が弾み、表情や手の動きなどのサインを事細
かく伝えあえる o 具体的な相談の後に実践し、その後に再び継続的に相談がで
きる。 1回限りの訪問指導ではこうはいかない継続相談できることで、指導内
容を客観的に評価できる o 子どものことを深く知り合う良い機会となったし、
教員同士、お互いの態度や考え方を知り多面的に捉えることができるようにな
った。これに参加した。
8. 自分の実践を振り返る機会となった o 話し合われたことがそのときは納得がい
かないことであっても実際の実践を経て再度検討でき、また話あえるので問題
が自分のものとなった o
期におこなったコンサルテーションの内容をグラウンデッド・セオリーに基づいてコー
ド化した結果、 4つの機能カテゴリーが見いだされた。 1)心理的支持、 2)共同分
析、 3)新しい知識・技能の提供、 4)システム・ネットワークへの働きかけ、の 4
つである。結果は Table.2に示した o コンサルテーション全体を通じて、 4つのカ
テゴリーが機能して、 Fの成長変化を間接的に支援し、教師の実践を支援したことが
わかる。特に児童 Fを担当する教師への支援においては、共同で指導経過を分析する
ことが中心であった。
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Fig 1 アンケートによる有効性評価
Tab1e 2 4つの機能カテゴリー
品噛肉兄 コンサルア ション(協協句容)
Fの入寺当時、今後の指導についてどう対応 行動綱祭と行司リIJ~l1l1fi、資州是(共すホUまよいか
コミュニケーション手段をどうするか 内1rJt.身振り・手誌を活用したコミュニ
ケーション方松の検討
カー ト唄で表せなし、ことばをどうお且するカミ 基本初任¥の同意・活動の合間のゆとり
をつうることを指梁
手話を導入するプログラムが必要か 手段よりも、 双方向のやりとりのJ~，成の重要性を検討
繰り返される「やってJの発信にどう応え 活動の切り替わり時の受け止め方の検
るカミ iN. Tl"間 ・提案の手続きの1{諜
他人を動かしてばカ均で自分てやろうとし 第品Tのサイン〈の注目度の向上靴霊~， .模
ない傾向をどう考えるか 倣の機会の利用提案
r:1計~j~気持ちの交流をどうするか 身板りヰ樹fの用い方の提案
次々と落ち着きなく@Jき回ることへの対応 自主的探索の意義のR館5・f舌i即日の共同化の提案
担任交代の混乱 情報の引き継ぎと基本方針の説明
コンサルケーションの場への他の貌叩の
指導方針 ・方法をめぐる学部内の理解
参加
校内研修会4 コ参加
指導方針 ・方法をめぐる慎脚コ理解 管理職との話し合い
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3. テレビ会議システムの活用
C盲学校とのコンサルテーションにおいては、後半テレビ会議システムによる相談
が中心となったが、筆者は学校訪問も行った。テレビ会議システムは遠隔支援の方法
として優れた方法の一つであると恩われるが、実際のコンサルテーションに関しては
必ずしも十分なツールとはいえない。一つには技術的な問題として動画処理実用には
まだ解像度が低く、その点を補うために事前のビデオテープのやりとりが必要である
こと o もう一つは、実際に現場に立ち、その場の空気(子どもと担当者以外の人達の
様子や、一日を通じての流れの中での理解など)の中で子どもの日常を理解すること
が必須であり、画像送信はこのことを補うことは出来ないことである o さらにコンサ
ルティとの関係性の問題もある o テレビ画面を通じてそれぞれの教師との faceto 
faceでの話し合いは可能であるが、実際に会ってこそ、お互いに「親近感Jを感じ
るものである。実際に面識があった上でのテレビ会議であれば、その親近感は相当程
度保障されるものと考える o 上記のような問題は含みながらも、時間や経費コストの
点からいって、支援方法としてはとても有効な方法であると考える o また、活用する
際、教師と子どもの双方が撮られている映像記録があることも重要であった。共同分
析において、多くの場合やりとり場面がもっとも多くの話題を生んだからである。
4. オンサイト研修としての学校コンサルテーション
今後の特別支援教育の展開において有効となる学校コンサルテーションは、教員の
専門性を高めることに結びつくコンサルテーションである。教員の専門性を高めるた
めにこれまでに行われてきた種々の研修の多くは、先に述べたように機関主体の受講
型の研修がほとんどであった。これら、企画者主体、あるいは一般知識内容について
の講義といった研修とは違って、教師が現実に日々直面している児童生徒との問題の
解決をしていくという課題にこたえられる実践的研修が必要である。そのーっとして、
学校現場が日常的に抱えている問題を直接に取り上げて、その問題解決にむけて外部
の専門家と共同して取り組む研修がある。この研修を学校を会場として行えば、そこ
で取り上げられる問題が研修する教師にとっての日々の具体的な問題であることか
ら、研修者にとってより身近で、かつインセンティブの高いものとなる。このような
学校を舞台として、日々の教育実践上の課題を直接取り扱う研修を、筆者らは「オン
サイト(現場における)研修Jと呼んできた(菅井， 2006) 0 
オンサイトで行うことによって、研修内容は具体的な実践の課題解決となり、方法
は「事例研究的Jアプローチとなりうる。この実践課題をめぐる事例研究に外部の専
門家が関与する方法が学校コンサルテーションである。コンサルティである教師は、
個人であってもあるいはチームであっても、コンサルテーション過程を通じて問題解
決にむけての自主的な取り組みを行い、そのことを通じて実践的力量を伸ばすことが
期待できる o また、コンサルタントも過程を通じて理論の実効性が評価され、実践的
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見識の向上が図られていく o
IV.おわりに
これまで筆者は、盲ろう二重障害をはじめとする重複障害教育を担当する教師への
学校コンサノレテーションの経験から、教育の現場で教師が切実に必要としているもの
は、日々の実践で直面している子どもとの関係構築であり、実際の出来事をどのよう
に理解するかという実践的認識であることを実感してきた。今後も特別支援学校を中
心に重複障害のある児童生徒への支援が展開されていくものと思われるが、求められ
る専門性ある対応についてはまだ現実が要請に追いついていない。この教師研修上の
課題にこたえる方策としてオンサイト研修の可能性を提案したい。そのためにも、大
学や教育センタ一等と学校現場との柔軟な連携体制の構築が望まれる o
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